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	はじめに
	１　原告らは、本準備書面において、被告の本件行政処分の判断過程において裁量判断に誤りがあり違法であることを裏付ける具体的事実を述べる。
	原告らは、２０２１年９月１日付け「準備書面２」の「第一　裁量審査の枠組みについて」「１」において、本件各処分の裁量審査にあたっては、いわゆる判断過程審査という裁量統制方法が採用されるべきであることを述べた。
	また、同「２」～「３」において、考慮不尽の有無については、本件各処分を行うにあたって他に代替処分が存在していたか否か及び代替処分について十分に考慮がされたかという点が審査されるべきであること、航空法第１条の目的規定の冒頭に、国際標準に準拠して「航空機の航行の安全及び航空機の航行に起因する障害の防止を図る」との定めがある以上、代替処分を検討する際には、「国民の生命及び身体の安全の確保」を考慮した上で、これを十分に確保しつつ、処分の目的を達成することのできる必要最小限度の手段を検討すべきであるこ...
	また、同「２」～「３」において、考慮不尽の有無については、本件各処分を行うにあたって他に代替処分が存在していたか否か及び代替処分について十分に考慮がされたかという点が審査されるべきであること、航空法第１条の目的規定の冒頭に、国際標準に準拠して「航空機の航行の安全及び航空機の航行に起因する障害の防止を図る」との定めがある以上、代替処分を検討する際には、「国民の生命及び身体の安全の確保」を考慮した上で、これを十分に確保しつつ、処分の目的を達成することのできる必要最小限度の手段を検討すべきであるこ...
	本書面においては、本件行政処分に対する代替選択肢を複数提示した上で、それらの代替選択肢を十分に考慮・検討することなく行われた被告による本件各処分の違法性を明らかにする。
	①　現行の離着陸ルートの再検証による増加分が１．３万回／年
	③　南風時に都心を低空飛行し着陸するルートと川崎コンビナート
	上空へ離陸するルートを採用することで１．１万回／年
	(３０．１３７回／日)
	本書面において原告らが明らかにするとおり、被告は、本件行政処分の判断過程において本来最も重視すべき各要素を軽視し、客観的に存在する複数の代替選択肢の存在と内容につき十分に尽くすべき考慮を尽くさないままに、羽田空港に３．９万回／年の離発着数増加を実現するために危険極まりない新飛行ルートを許容する本件各処分に及んだ。このような被告の考慮不尽に照らせば、被告による本件各処分に至る判断過程は合理性を欠いているものといえ、本件各処分は社会観念上著しく妥当性を欠いたものとして違法と評価されるべきである。
	（１）はじめに
	ア 成田空港の初期構想（甲６８）
	運輸省（現国土交通省）は年々増大する航空需要を背景に、国際線の 主力空港である羽田空港が１９７０年頃には限界に達すると予測し、 １９６１年からその対応策の検討を開始した。
	運輸省（現国土交通省）は年々増大する航空需要を背景に、国際線の 主力空港である羽田空港が１９７０年頃には限界に達すると予測し、 １９６１年からその対応策の検討を開始した。
	当初は、羽田空港の再拡張を検討したが、沖合に拡張した場合、東京湾の港湾計画との調整が極めて難しく当時の港湾土木技術では難工事となることが予想された。拡張できたとしても空港の処理能力は２０～３０％程度の増加にとどまり、長期的な航空需要には対応できないことが判明した。
	イ 激しい空港反対闘争とその解決（甲６９、甲７０）
	成田空港はその建設の過程で激しい空港反対闘争が発生し、内陸空港の宿命である騒音問題とあいまって、地域社会に大きな傷跡を残した。
	しかしながら、その後、成田空港問題シンポジウム、成田空港問題円卓会議が開催され、議論が積み重ねられた中から導き出された「共生」の理念を実現するひとつの方策として、１９９５年１月には、成田空港地域共生委員会が設置され、これまで空港からのマイナスの影響を軽減するための合意事項の実施状況の点検を通じて、地域と空港の相互の不信感の払拭に努めてきた。
	この間、平行滑走路新設や北伸事業等が実現したのも、「共生」の理念に基づいて共生委員会等の場で空港側が空港の現状や将来計画等を住民に直接説明し、住民の意見や不安の声に真摯に耳を傾け可能な限りの改善策を講ずるなどの努力を重ねたところに負うところが 大きい。
	なお、運輸省（当時）と新東京国際空港公団（ＮＡＡ）は、１９９８年に、成田空港の整備についての全体像とその手順を明らかにしたうえ、地域住民らとの意見交換を通じての意見、要望を反映させ、地域の理解を得た指針として「地域と共生する空港づくり大綱」(甲７０の１８２頁以下、甲７１、甲７２の３)をとりまとめた。
	ウ 共生共存を目指す成田空港
	国・公団（ＮＡＡ）は、地域との共存共栄をめざすことを表明し(甲７０の１８８頁）、共生委員会による実施状況の点検（監視）も相俟って、国、空港公団（後の成田国際空港株式会社）による合意事項の実施が着実に前進した。
	（２）成田空港の発着能力の実態
	ア 地元との合意枠の推移
	成田空港では、現在、国土交通省、成田空港株式会社、千葉県、周辺基礎自治体（成田市ほか９自治体）の４者合意で年間発着枠の上限を定めている。
	「『成田空港に関する四者協議』の結果について」（千葉県ホームページ。２０１８年３月１３日。甲７３）に基けば、４者合意により、年間発着枠の上限は、２０１８年３月１２日以前の年間３０万回から、２０１８年３月１３日以降は、年間５０万回に拡大された。
	イ １時間あたりの滑走路（離発着合計の）上限の推移
	以下の書証に基づき、時間あたり上限数の推移をとり纏める。
	なお、時間制限は、管制標準基準に定められた管制間隔やインフラ整備に左右され、被告の国土交通省と成田空港株式会社が定め、半年毎の国際線ダイヤ調整作業の際に各国航空会社に提示される。
	（地元合意枠年間３０万回時代）
	２０１４年当時:  時間６４回（甲７４）
	（地元合意枠年間５０万回時代）
	２０１８年３月１３日当時:  時間６４回（甲７３、甲７４）
	２０１９年１２月以前:  時間６８回（甲７５の８頁）
	２０１９年１２月以降:  時間７２回（甲３３、甲７５の８頁）
	ウ 成田空港におけるここ３年の年間発着実績数
	（コロナ禍前）
	２０１８年: ２５万６２００回（甲３２、甲７６）
	２０１９年: ２６万５２５２回（甲７６）
	（コロナ禍中）
	２０２０年: １３万７５５４回（甲７６）
	（なお、２０２０年は、２月以降コロナ禍が始まった。）
	エ 羽田空港に次ぐ「堂々たる国際空港」に成長
	成田空港は、羽田空港に次ぐ「堂々たる国際空港」に成長した。
	複雑な経緯を踏まえ、成田空港は第二滑走路の供用が実現し、第三滑走路の新設についても、地元の合意を「丁寧」に得た。
	上述の２６万回強の離発着回数は、羽田空港に次いで国内２位であり、関西国際空港や中部国際空港などを上回っている。
	（３）２０２０年夏ダイヤにおける航空会社への未配分の枠の活用
	ア ２０２０年夏ダイヤ
	２０２０年夏ダイヤは、コロナ禍前に調整され２０２０年３月に確定した。この夏ダイヤは、２０２０年春シーズンでの時間制限の上限改定を踏まえた運航予定値（時間値７２回、甲７５の８頁）と言える。
	なお、適用される上限値は、上記（２）イより
	地元合意枠：　　５０万回／年間
	時間制限上限：　７２回離発着／時間（３６回離発着／３０分）
	（但し、上限いっぱいを使わない時間帯/ファイヤーブレイクあり）
	となる。
	イ 混雑時間帯にさえ未使用枠が年間５千枠レベルで存在する事実
	①国際線ダイヤ調整事務局作成の資料（甲３４の１乃至７）
	２０２０年夏ダイヤにおいて、発着調整後の離発着枠の上限は、各曜日毎の下のグラフ（ＳＡＬ）における緑色の棒グラフの上に引かれた「赤い直線」で示される。同夏ダイヤにおいて、配分された離発着枠は、「緑色の棒グラフ」で示される。

	②２０２０年夏ダイヤからの時間制限値の上昇（争いない事実）
	成田空港の離発着上限は、管制機能の高度化で達成された時間値６８回から高速離脱誘導路の運用開始で時間値７２回へ増強された。（甲 ３３、甲７５の８頁）
	③混雑時間帯前後の実態
	前後３０分の余裕を見込んで、１４時３０分～１９時３０分の５時間は、概ね「赤い直線」が緑色の棒グラフより上に位置し、混雑時間帯ですら、離発着枠上限を全ては使い切っていない。
	上記混雑時間帯前後に、成田空港に移管可能な発着枠を検討すると以下のとおりである。
	「混雑時間前後５時間の上限枠」と「未配分の離発着枠」の差を積上げると、時間７２回への増強後でも,年間４７４５枠ほどの余裕がある（甲３４の８）。
	雑時間ＴＴＬの合計９１／週  × ３６５日 ／７日（１週） ＝ ４７４５枠／年
	雑時間ＴＴＬの合計９１／週  × ３６５日 ／７日（１週） ＝ ４７４５枠／年
	④小　括
	２０２０年夏ダイヤ時点での各航空会社への実配分枠と時間７２回の離発着上限とのギャップ（甲３４の１乃至８）によれば、時間上限まで満枠になった時間帯は、月〜金の１７時００分〜１７時３０分や毎日１７時３０分〜１８時００分などの僅かな時間帯に限定される。
	つまり、民間定期便なのか、ビジネスジェット枠なのか、羽田特殊救難基地の枠なのかはともかく、成田空港に、羽田空港から多少なりとも発着枠を移転する余裕があるのは明らかである。

	（４）成田空港についての小括
	混雑時間帯５時間（１４時半～１９時半）ですら、年間４７４５枠の未使用枠が存在する。混雑時間帯以外の午前中及び２０時以降の夜間帯に、時間制限枠７２回を目一杯航空会社に割り当てた事実も存在しない。コロナ禍が発生していなかったと仮定しても、成田空港で年間数万便レベルの離発着枠の移管を、羽田空港から行うことは十分に可能である。
	被告の政策は、１５～１９時における１．１万回の増加需要に対応するために新ルート運用が必要とするものであるが、上述のように、成田空港を有効活用することで大部分を吸収できるのである。
	（１）緒論
	茨城空港は、東京近郊におけるセカンダリー空港との位置づけで、ニッチ（隙間的）な需要を分散吸収する役割を果たすことができ、少なくても年間数千回枠の移管が可能であることにつき論じる。
	（２）事実整理
	ア 所在地
	２００７（Ｈ１９）年５月２４日、国土交通省港湾局交通政策審議会は「アジアゲイトウェイ構想について」（甲８３）を発表した。
	４　静岡空港の積極活用策
	被告自身が「防災の観点からの活用の可能性」を肯定（乙２５の３０～３１頁）しているので、非常時のみならず平時からの活用に対し、 例えば空港整備特別勘定からの国費投入等に積極的であっても不思議はない。
	静岡空港の２５００ｍ滑走路であれば、現状ではＢ７３７やＡ３２０級の小型機材の分散吸収は可能であるし、数百メートルの滑走路延伸が適うなら、かつての小牧空港のように、Ｂ７４７級の機材を用いた長距離定期便の分散にも活用可能だからである。純粋な民間空港であるから、茨城空港と異なり、自衛隊や米軍との調整がいらない利点が静岡空港にはある。
	５　茨城空港や静岡空港活用策の小括
	ア 「滑走路」手前１マイル（１８５２メートル）の安全間隔
	① 効果：高密度運航が実現
	管制協会技術委員会の広報資料「後方乱気流管制方式の改正」（甲８８）によれば、「さらなる高密度運航が実現でき」、「同じ機種の組み合わせでも『後方乱気流グループ』の適用により、間隔が短縮される場合があ」るようになった。
	つまり「２０２０年１１月５日、後方乱気流管制方式に関する
	ＰＡＮＳ－ＡＴＭの規定が改正」され「日本では、２０２０年３月２６日から『後方乱気流区分の再分類に伴う管制間隔の試行運用』が行われるとともに、ＰＡＮＳ－ＡＴＭと同日付で管制方式基準が改正され、……到着機間・出発機間の管制間隔が短縮され、…… 高密度運航が実現できる」ことになったのである。
	②  離陸機間隔の短縮効果の推定：「時間間隔」「一律１２０秒」
	上記の実現に伴い、前記「３の（１）ウ」で触れた「後方乱気流間隔（一律１２０秒）」短縮が可能となった。欧州・アメリカのように「距離間隔」を、先行機後続機の重量と翼幅を細分化した分類に 応じ詳細に設定できる。
	国土交通省の「滑走路処理容量算出方式（離陸機が連続する 場合）」（甲８６の５頁）に「離陸後２マイル（３７０４メートル）飛行する時間を理論値として４５秒」との記載がある。
	国土交通省の「滑走路処理容量算出方式（離陸機が連続する 場合）」（甲８６の５頁）に「離陸後２マイル（３７０４メートル）飛行する時間を理論値として４５秒」との記載がある。
	これを用いて試算例を挙げる。
	先行後続双方ともＨ（ヘビー）機（Ｂ７７７やＢ７８７など）の間隔は、従来の１２０秒 （５．３マイル相当: １２０秒÷４５
	秒×２マイル）から、３マイル相当（６７．５秒 ＝ ４５秒×
	１．５）へ５０秒弱ほど短縮できる。
	同様に、日本で現役機が多数の双発ワイドボディＢ７６７が、旧Ｈカテゴリーから新Ｃカテゴリーとなり、かつ後続機との間隔が ３．０マイル（ＡＢＣカテゴリー）～３.５マイル（Ｄカテゴリー）に短縮される。従来の１２０秒固定間隔（５．３マイル相当）からの短縮の効果は大きい。
	③ 質問主意書や渋谷区議会の意見書への波及
	「後方乱気流管制方式の改正」（甲８８）に基づき、２０２１年６月１１日に海江田万里代議士から衆議院議長経由で「質問主意書」（甲８９の１）が出され、同年同月２５日に「政府答弁」（甲８９の２）があった。被告も「航空機の飛行時間の短縮に一定の効果があると考えている」と曖昧に同意している。
	この答弁書を踏まえ、市民団体から渋谷区議会各会派に説明の うえ、同年９月７日に、「国土交通省が説明してきた増便のために都心上空を通過して着陸するルートの必要性は根拠が無くなりました。国に対し羽田新ルートは早急に運用を停止するよう求めてください」との請願（甲９０の１）を提出した。渋谷区議会は、同年 １０月１３日、同請願を、自民党公明党を含む全会一致で採択した（甲９０の２）。さらに同日、同議会は「羽田新ルートは早急に 運用の停止を検討するよう強く求める」旨の意見書（甲９１の１）を全会一致で可決し、同...
	この答弁書を踏まえ、市民団体から渋谷区議会各会派に説明の うえ、同年９月７日に、「国土交通省が説明してきた増便のために都心上空を通過して着陸するルートの必要性は根拠が無くなりました。国に対し羽田新ルートは早急に運用を停止するよう求めてください」との請願（甲９０の１）を提出した。渋谷区議会は、同年 １０月１３日、同請願を、自民党公明党を含む全会一致で採択した（甲９０の２）。さらに同日、同議会は「羽田新ルートは早急に 運用の停止を検討するよう強く求める」旨の意見書（甲９１の１）を全会一致で可決し、同...
	このことは「増便のために都心上空を通過して着陸する必要性がなくなった」との主張は、原告らだけではなく、渋谷区議会の区議全員が理解し同意できる普遍的な意見となったことを意味する。
	このことは「増便のために都心上空を通過して着陸する必要性がなくなった」との主張は、原告らだけではなく、渋谷区議会の区議全員が理解し同意できる普遍的な意見となったことを意味する。
	１５時台　合計５回（離陸２／着陸３）  　　１６時台　合計３回（離陸１／着陸２） 　　　１７時台　合計２回（離陸１／着陸１） 　　　１８時台　合計１回（離陸１／着陸０） となっている。
	イ　改善策


